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Thedevelopmentofinclusiveeducationinschoolsultimatelydependsonrefbrmsinteachereducationbothin

special/specialneedseducationandgeneraleducationThepurposeofIhepresemresearchistodescribethe

statusofteachereducationrcfbrmsingeneraleducationinSriLankawithaparticularreferencetoanewsubject

intheNationalCollegesofEducalion(NCoEs).ThreeNCoEsandtheNationallnstituteofEducation(NIE)were

visitedandinterviewswereconductedwiththerelevantpersonneL

ThenewsubjectcalIcd“SpecialEducation.，wasintroducedin20021brlheprimaryeducationcourseasone

oftheGeneralStudieswhichconslitutesthreemIUorareasalonｇｗｉｔｈＰｒｏ化5sionalSludiesandSubjectStudies・

Thecourseguidefbrlecturersof“SpecialEducation,,producedbytheNIEwasdescribed､Inthecourseguide，

aparticularfOcuswasonchi1drenwithdisabilities，suchaschildrenwithvisual/hearingimpairments，mental

retardation，Iearningdisabilities，emolionaldisturbancesandmulIipledisabilitiesaswel1ascbildrenwhoare

giftedandtalentedllwasfbundthattheteachingmethodofthesubjeclMlHmorecompetency-basedratherthan

juststuffingfUtureleachersknowledgeaboutdisabilitiesintheclassrooms・BrainHtormingactivities,group

activities，andcasestudieswereintmducedalongwithexploringsomeleamingmethodstoprovideteacher

traineeswiththepreparationnecessaryfbrdealingwithchildrenwithdisabilitiesintheirlUtu妃classrooms，In

thecourseguide・childにnwithspecialeducationalneedsotherlhandisabililieswerenotrefe】Tedto・

Itseemedthatthereweresomep｢oblemslobesolvedinthefUtureregardingthesubject.､SpecialEducationm,

Firstly,classroommanagementwithininclusiveschoolsshouldbeincludedin［hecontentsincethecourseguide

referstotheimportanceofcreatingtheclassroomcultuにwhichwillreSpondtothevariousneedsofchildrCn・

SecondlyJecturers'molivationshouldbeupgradedtoteachthissubjecta5mostIeclure｢Swerenotspecializedin

special/specialneedseducation・Thirdly，arevisedcou｢seguideshouldbeproducedbytheNIEwiththe

feedbackfromlecturersbothinspecialeducationandgene｢a1educationintheNCoEs・

ThefUturetaskoflheresearchwillbetoclarilythepresenlsituationoflheteachingof“SpeciaIEducation.，

anditsoutcomeinalｌｌ２ＮＣｏＥｓｗｉｔｈｔｈｅｐｒｉｍａｒｙｅｄｕｃａｔioncourse．
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ならびに行動の枠組み（SalamancaStatementon

PrincipIes，PolicyandPracticeinSpecialNeeds

EducationandaFrameworkfbrAcliｏｎ）」（以下．サラ

マンカ宣言）を採択した．サラマンカ宣言以降，「特

別なニーズ教育」は．障害児の教育をその議論の中

心・根源としながらも，障害児の教育だけではなく，

人極や言語．〃;住環境など．他のあらゆる特別な状況

Ｌ問題の所在

1．緒言

1994年にスペインのサラマンカで開催された特別

なニーズ教育に関する世界会議は．「特別なニーズ教

育における原則．政策．実践に関するサラマンカ声明
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Ⅲ.セートウンガ，2000)，一般教員養成におけるイ

ンクルーシブ教育に向けた動きが見られる．そこで，

本研究では,2002年にスリランカの一般教員養成にお

いて実施された．インクルーシブ教育に対応したカリ

キュラム改革に焦点をあて．その改革の内容及び課題

についてﾗ|if千の考察を加える．本研究によりわが国の

今後のカリキュラム開発への示唆を得ることができる

と考えるものである．

とそれへの対処の必要性を有する児童の教育を対象と

して，国際社会で認知されるようになった（黒}[1.

2007)．UNESCO（2003）によれば，インクルーシブ

教育は特別な教育的ニーズを有する子どもたちをメイ

ンストリームの教育に統合させることではなく､教育

システム全体を子どもたちの多様･性に対応するように

変容させることを目指す．

すなわち中村・岡（2007）が指摘するように．イ

ンクルーシブ教育は，障害者だけを対象とする教育計

画でも運動でもなく学校教育のあり方について変革

を促す教育改革運動である

インクルーシブ教育という新しい発想に基づく教育

の枠組みは，伝統的な障害児教育の根幹にかかわる諸

問題を提起している（中村.2007)．それらには．従来

の障害児教育の分離的教育提供のあり方の見直し，通

常学級での授業内容や方法の個別のニーズに合わせた

調整や改善の必要性，障害以外の条件によりこれまで

社会的・教育的に排除されてきた子どもの教育的ニー

ズの充足等が含まれるだろう．

教員養成もまた根本的な見直しが要求される領域

である．BoothNesandStrpmstad（2003）が指摘する

ように教員養成担当者がどのような教員を養成する

かが学校におけるインクルーシブ教育の発展の如何

を相当程度決定するからである．

従来の分離教育を前提とした障害児教育専門家養成

における改革が必須であることは言うまでもない．し

かしながら．ここで見落としてはならないのは．すべ

ての教員がインクルーシブな学校を創出していく一員

として自らを位置づけることができるような教員集団

の養成が迫られている点であるすなわち．障害児教

育を核としながら，通常学級での多様なニーズのある

子どもの円滑な教育参力11に向けた支援を行う専門教員

の養成（以下．専門教員養成）と．通常学級における

多様なニーズのある子どもを含めたすべての子どもに

適切な教育を提供する通常学級の学級担任や教科担当

教員の養成（以下，一般教員養成）という，２つの次

元での教員養成改革が必要となっている

インクルーシブ教育の世界的広がりの影響を受けて，

平成１９年度からわが国では従来の特殊教育から特別

支援教育への移行が行われ，通常学級に在籍する児童

生徒にまでその範囲が拡大された．同時に教員養成に

おいては文部科学省による教育職員免許状の一部改

正に従い,専''１１教員養成の教育課程改正が実施された'し

しかしながら，一般教員養成における教育課程の改革

は未だほとんど知られておらず．あるとしても試行段

階に留まっていると思われる．

一方筆者らが研究対象としているスリランカでは．

専門教員養成における変化が見られるだけでなく（TIT

2．研究の方法

本研究では,2006年と2007年にスリランカ国立教員

獲成カレッジ（Nationa1CollegesofEducation，以下

NCoEs）３校．すなわち西部州ガンバハ県のハーピ

テイガマ枝，西部州カルタラ県のダルガタウン校，中

央Illlヌワラエリヤ県のスリー・パーダ校）及び国立教

育研修・研究所（NationallnstituteofEducation・以下

NIE）を訪問し，盗料収集を行うとともに関係者への

iiii談調査を行った．

Ⅱスリランカの教員養成とNCoEs

1．教員養成の歴史

スリランカの教員養成の萌芽は．1842年のイギリス

植民地政府による師範学校（ノーマルスクール）の開

設に見られる（MinistryofEducation2007)．続いて

教員不足対策として，1860年代には教員として採用し

た後に研修を受けさせる，見習い（Monitor）教員制

度が始まった．

１９３４年にカンナンガラ（Kannangara）が教育大臣
に就任し教員養成に進展が見られたが．当時の２年制

師範学校７校が政府の管轄下に入り国立となったのは

1960年に打ち出された学校教育の国有化政策後で

あった．その後'965年にはそれらが25の国立教員養

成学校（TbacherTrainingCollege：TTC）に組織化さ
れた（deSilvaanddeSilva，I9901TTCでは，高等学

校卒業後直接教員として採用された後，およそ５年間

勤務した現職教員に対して現職教員養成（In-service

training）を行った．

１９８５年から新たに国立教員養成カレッジ（National

CollegesofEducation，以下NCoEs）が設立され．高
等学校卒業時の一般教育上級レベル修了試験

(GeneralCer[ificateofEducationAdvanced-Level）で要

求される得点を満たした学生に対して３年間の教育を

施す入職前教育（Pre-servicetraining）を実施するよ
うになった．

NCoEsの設立以降．それまでの現職教員養成に替

わって。このような入職前教員養成がスリランカの教
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貝養成の主流となったその後ＴＣＣは拠ﾉﾉ１校を残し

て閉鎖され，１９９７年教育改革以降は継続教育を［|的と

した教員研修センター（T1eacherTrainingCenter）に組
織替えされている．

一方，大学を卒業後採用された教員に対する教育学

のデイプロマ盗格授与（Post-gmdualeDiplomain
Education）を行う大学での1年間の教員養成は．１９４９

年に始まり現在４大学により実施されている．このレ

ベルの教員がスリランカの教員資格者のに|』では鏡上位

となる．また，学部レベルの教員養成は，現在２大蝋

で行われている．

リスト教('1第一言語(5)．社会科(4)．農業(2)．技

術(3)，図書館情報学(3)．芸術(2)。ダンス(3)，音楽

(3)，西洋音楽(1)．特殊教育(|)2)，演劇(2)である．

次にNCoEsの各課程において使用する教授言語に

ついては，シンハラ語，タミル語，英語3)である

NCoEsのカリキュラムは。教育専門科'二１

(Pro化ssionalStudies)，教科教育科目（Subiect
SludieS）と一般教育科目（GeneralStudies）の３領域

に分かれる．これらの中で教科教育科目だけが専門課

程によ})隅なり，教育専門科'二1と一般教育科目は各課

程共i､科'－１である．ただし，小学校課程だけは教育

専１１']科'１，一般教育科目ともにそれ以外の課程とはや

や異なった科目構成となっている

学生は岐初の２年間は各科|]を履修する他。教育実

習短期研修課外活動を行う．３年|]は教育実習のみ

を行う．修了'１:は，主に地方の学校に振り分けられ、

妓初の赴任校で５年間教職にあたることが義務付けら

れている．

２NCoEsにおける教員養成

現在NCoEsは．図ｌに示すように全島に１７校設置

されている（MinistryofEducatiom2008)．

Ⅲ新科目「特殊教育」の導入とそのカリキュラム

LNCOEsにおける新科目の導入について

NCoEsのカリキュラムは前述したように．３つに分

かれるがそのうち小学校課穏の一般教育科目の中に

2002年より新たに特殊教育（以下．専門課程の特殊

教育とⅨ別するために，「特殊教育」と表記する）が

加わった．これにより，小学校課程では必修科目とし

て「特殊教育」を全員が履修することになった．これ

は．前述したようにNCoEsに初めて特殊教育専|ⅡI課

程が１１M殺された年でもある．

小学校課程の一般教育科'二1の'1]での「特殊教育」必

修化は，教育省内の特殊教育課やＮＩＥから「特殊教

育」の新規開設に関する要求が出されたのを教師教

育課がこれを受け入れカリキュラム改正が実施される

という流れで行われたｲ'・

表Ｉにハーピテイガマ校小学校課程（図Ｌ▲で

示した）におけるカリキュラムを示す．ハーピテイガ

マ校にはそれまでは小学校課程のみ設置されていたが．

2002ｲＩＨから亦門課程として特殊教育課程が新たに開

設された．

図lNCoESの分布

＊MiniHIrvofEducation（20,8）をもとにへiiiffら作成

NCoEsの行政的管轄は，教育省の教､iii教育課

(T1eacherEducationBranch）が担っている．一方，

NCoEsにおけるカリキュラムは。ＮＩＥが管聴している．

NCoEs修了生への修了証書授与はＮＩＥがｌＩＩＩ)扱い，

修了証書名は教育証書（DiplomainTmching）である．
前述したようにNCoEsは３年制で．しかも全寮制の

教員養成校である．NCoEsの専門課程を以下に示す．

括弧内は全１７校中．当該課程を有する教員養成枝の

数である（Jayasena’2004)．小学校(１２１理科(8)，
数学(6)，体育(7)，家庭科(3)。英語(3)．仏教(1)，

ヒンドゥー教(1)．イスラム(2)，カトリック(1)．キ

2．「特殊教育」の講師用コース・ガイド

新規開設された授業科目である「特殊教育」の内容

について検討するために，ＮＩＥが作成した講師用コー

ス・ガイド3)の中身を以下に記述する．講師用コー

ス・ガイドは，教授項目と各課時間数を示すとともに，

授業を担当する講師の教授用指導書としての`性格を有
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符性が異なっている子どもたちに教室で対応する．

子ども間の柑遠は，子どもの能力段階によって，身

体的，知的，崎緒的，社会的な側面において見られ

る．異なっている子どもたちが平均的に発達して

いる子どもたちと比較して特別な学習ニーズ・を有す

ることは明らかである．

教師に求められるのは，すべての子ども力咋齢

課題．能力において均質であると想定して教育内容

を計･画するのでなく，こどもたちの多様なニーズに

即した教室文化を創造することである．身体的，行

動的，情)緒的，知的に異なる多様を子どもを受け入

れ，子どものニーズに応じて適切な教育プログラム

を組み立てること力邇要である．特別を教育的ニー

ズをもつ子どもだと判定されたときにその子ども

が十分に力を発擁して学習できるように，特別な指

導方法や，代替的教育サービスを提供したり代替的

計画を作成する必要がある

表Ｌハーピティガマ校小学校課程のカリキュラム

する．

ここでは，最初に講師用コース・ガイドの概要につ

いて述べ，次に教授項目の中で第１課の英才児

(GiftedandTn1ented）と第３課の聴覚障害児の授業内

容について記述する

なお筆者らが手に入れた講師用コース・ガイドはシ

ンハラ語版であり。その作成者でもある元NIE研究員

に英文への翻訳を依頼した．以下では筆者らが日本語

に訳した部分を斜字体で示している．

本科目の目的の項には，特別な教育的ニーズのある

子どもに対して特別な指導方法を用いる必要があるこ

とを理解することである旨が記述され，その他，以下

の３点が記されている．

・持別を指導方法による活動を計画する

・創造的な活動を行う．

・通常の教育方法に加えて特別を規準を用いる

ことを受け入れる

本科目の教授方法については，以下のように記され

ている．

・ブレインストーミング活動

・講義・討議

・グループ活動

・個別活動

・事〃研究

・学習方法の探究

最後に，講師の事前準備として以下のような指示が

記されている．

(1)講師用コース・ガイドの概要

講師用コース・ガイドでは，最初の３ページを使っ

て，本科目の教授項目と時間数，及び本科[1の意義と

教授方法を示してある．

各課の教授項目と割り当て時間は以下の通りである

表２．「特殊教育」の教授項目と時I1U

書籍リストから，手に入る本を２．３冊選ぶこと．

持別なニーズのある子どもの教育的ニーズに〃した

指導方法をすべて通して学ぶこと

さらに同膿やこの分野の経験や能力があるリ

ソースパーソンと経`蟻を分かち合うこと．それによ

り自分自身の経験を補強し拡充することができる

このような準備を行うことが；授業を行うときに役

立つだろう．崇生にすべての情報の含まれた配布資

料を必ず渡すように学生たちはこの配布資料を授

業のまとめとして用いることになる

本科目では１単位時間は２時間であり，２０単位時間

が課せられている．

本科目の意義については以下のように記されている

教師は．年齢や学年がほぼ同じであっても.態度や
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課 教授項目 時間

１ 英才児（GiltedandTkllented） ２

２ 視覚障害児 ２

３ 聴覚障害児 ２

４．５ 知的障害児 ４

６，７，８ 学習障害児 ６

９ 情緒障害児 ２

1０ 重複障害児 ２



1７１スリランカの教員獲成における新科１１の導入

(2)第１課及び第３課の内容

第１課の英才児についてコース

いる内容を表３に示す．

表４．第３課（聴覚障害児）の教授方法
ガイドに記されて

表３．第１課（英才児）の教授方法

続いて，第３課の聴覚障害児についてコース・ガイド

に記されている内容を表４に示す．

Ⅳ、新科目「特殊教育」に関する考察

1．内容について

表Ｚに示されたように「特殊教育」は，各障害と英

才児について各障害種別に構成されており，表３及び

表４に示されたように各障害の特徴と教室での適切な

対応方法を討議する内容となっている．

「特殊教育」の目的を，教室における特別なニーズ

のある子ども，その中でも障害のある子どもに目を向

けさせることに絞るのであればこの内容は妥当である

う．しかしながら前述したように．講師用コース・ガ

イドには「特殊教育」の意義は「子どもたちの多様

なニーズに即した教室文化を創造することである」と

記されている．障害への焦点化で終わらない，貧困，

外国への出稼ぎによる親の不在等多様な教育的ニーズ

のある子どもへの言及を含めた内容的な拡充が必要で

あると思われる

項目 内容

活動 聴覚障害児の指導方法

時間 2噸閉授
業
の
進
行

ステップ１：ｌ１ｉｌｶﾞﾘにまたﾊｽﾞｮﾘ随『で鐸Pするためﾊﾞｰ茨zaiF

`；H寵籍翻講Zずる・

二､Z拒圃跡ユ学:生汐ワプZ/イ｣だストーミンクにiHirして~し’

ろ．ｆｉｒ分て･(膓滅↑したまたは錘騨した婁淘lのいすｶﾞﾉzでも鍵

クごと"ｺﾞできる．

イロ<ﾉﾋｮf3今亘生のときスマブ筐ダーサに会った.ｊ目〈ﾒｴ1麓‘鰯

の言うことに'aましないことに鈴々Pﾊﾆ賞諦づし殖ｉ:2ﾒｮﾋ

炭:の学習K｡tFi訊C､をもったノをもJ;ﾙ褒７t〕66Wこえまし物や

からjdbOvｸﾉどii2ﾒｮﾄその墾灼を桀営LLとめよクとしたあ

る凡葱〈ﾒｮt淡柧二間藷ｿLを鬼趣刀なｸﾉ商;１，１嵩日置;てw祷るチタ

タグ旨ﾂﾞ鰯なえるかどｸ"』後に尋ねたすると俊ソロ｢/1,1

いえノと言った.’11ybbf;前を』碑占fi'zてiｳﾑ己依しない＝ど

も多かった学檗ｉ３趣/zてし吃.ｆ`の子どらと諺うプレk二と

/目Q滅多に？｡βノウ'つと友運P60Lな'』つ迄

･スマナダーフゲビヮイ儲ii繭Ｉｶﾜで弓ｿLＺｊ４

･スマプLﾀﾄﾞｰｻｿﾕｶi9讐ｚｍ５ろうzだと思いまｱﾅﾌzj2その

鰯替ibiｱﾜ石どうしでそう`思うのでﾌﾟLﾌﾋﾟﾊ

･どづいぅ方〕H富でそブル'クリd2Qﾘｸﾞをし糞しノツ！

･爵ii師としてaぞびりよクな子どもを見つけるために１６砿ｸｶﾞ．

でざまプガ４

･答１Aごついて狸2人５台た/at隻Ｉ団て1ﾀﾞｳ艤さゼレガV-人を鑓

辻/さざる．

ステップ２：まとめ書ｻﾞﾃZり災za5HHF達伝える．

．｣1F(弓i騨徽の子ざらを鰯覚溌警ソ目と･し'ｸ．

．｣低Zｾｳの濠ﾘｨｶﾞｻﾞﾋえない４１甑:ｿ

氷

･会議醤1鰯昌b駁るどと"#麺i１ｉ１（P旬隻ｿ

．,石油燭iZ鯵izD音ﾗｵiiWこえないＣ圏Z唐）

･〃びり醤｢や轡馴團さ;′zﾉと旨ﾆﾚﾜｳﾞｦ96禰菖rとｸﾉﾜﾘ鐘 6鳧箪ｶﾛｾﾞﾌ

．」博Miｦさ則fzた冒弓口彫目r版〃&不)鐘（会廼)

鋭雲でM1多鏡法浬ｩ層もワデど6にｉＢｉｍ圏するjﾜｉｉｉ艶財物

ろ．そのような子ど6たちの符i圏７t型X７ｍ渡りであ

る．

･蕊'ｦロカに大ｿﾌﾟろ．

･打:忌示に従ク`ﾜｵ程､i暦

(以下；噸

*鋤ﾖｶﾞﾎﾞｽﾞｺｉＹ室で1,鱸ｳ､鋸ソ彊化であるからし'2Zｾﾞﾚﾂﾞｨぞ

のよぅな子どらたちのために凶{葱芝すること〃鯵i閥２７

に求められていること：島3616ﾘｸﾞする，灘１両し列6f藝Zaとそ

のような子どlbを」翠/したと詮その子ど6の行薮ｸを

ノ塗薗i嬬〈鍵察し′爾涜に舟z7らせるととら値医師の参

ｊ算を受けるよクプブLめる=とでBらる．

*鯛Hj勤鰻脅秒鑑謬侮蕊/司ると哉薮室理數2〕ゆて､2A惹司ｿ陰ろ

』』X要可捗る．

*鐡鐵鰯管ソgｿちけWくどきに目をよく億う．そのため鐵節

ｚ】顔h噸ｦ1つきり見える座り席K二座らｾLるA2婆Z鯵ろ．

･瀞iに教室YをｸIルーズニ芒にi雛『する．

．β;源iヒツRP音ﾌﾞろ．

(以下，略）

項目 内容

活動 英才児の指導方法

時間 2時間授
業
の
造
行

ステップ１ :ヨB前Rn間の役I効､け

裳生M二以下のように尋ねる．

β､:ﾜﾘ目zつ銭ｶﾞﾘﾙ之淘荊勘bf7"でしょク.」

堂生ﾉﾛﾋﾟﾅで仁結8MA之鐡iE;W労Ⅱ＝‐ｽﾞ1ﾂｸある子占も仁衡Ｉ

する｣プレノノェンテーショ

先立ちぞﾌﾟzA二J向′zろ＝

ンを受ｶﾞﾌﾞてＷろためこめ授檗K二

と"jbつぞ嗜古しい＝のセッション

0口附Ｎｉ湊V(ニフィーノLシfツクとして裳釘q識蛎ＺＤ書:Ｈ２:旬患

示すろ．

ステップ２：ブレインストーミング

/關i重rbD学習H勵窪に莞ﾗﾚﾆﾉ目を･ど‘りよぅにH；hろ`どんで

いく小／というテーマで堂生7可士プレイJzズトーミン

〃達行ｸ鍵会を鋸隣する．

ステッ
●

プ３：i鏑Fの考えの提示
薮ﾘﾋﾞﾂ学瞥Rﾕﾘ幅遍く､くあるべき

::護::鬘
.』鎚罰hib罫U鐘'鋤ら孝定方昏曾ｼたつﾉﾌﾞろ鍵会カソ

キニラムを短弾ｉｌ:ｸﾞで)6上上ｲﾌﾞちよク学濁i罰ﾂﾞｻを塗

ｊｉｉｻﾞﾌﾟｰ５

･徴窒て弓の全７９A褐翻りにJMI定てｽﾞﾗ､職を迩党『すZ;犠別蜜

蕊圓'を】怒示

＊夢前2湾i;;とPして；ｊ蘭i鋤化i/:藺2>宏らﾒﾖにのよづ

とどうつきあう刀ｙにつし'て可の鍵嘗f鞠艤ﾌﾟLろ

ろ.勤緬ｴﾌﾞ徽に愛窒施/創尭ﾌﾟEjBﾌﾟjp1ることを5週顕にお

く』29動jある．蔓り前ﾛ掴i鰯Z）輪ること已謬卸mat蕊コツ目

ﾊﾆﾌｲ;/してﾗﾎﾞ：燭91ﾀｸてｼ9Fｾﾜ筒し'学習DIW塊Fを週ﾘﾉｸ堕す芭と

"jできるﾉぞ､ろう．

モデノ

（略）

吻舌動

研究活動：ミニ研究活国Mこ参ｶﾛさせる

例ク学浅zZ麹1鯵のタイノ2毛ﾜﾖ:ｾﾞｾﾞ劇9t之る．

・ノ騨譽「

・美嬬ツワタイルガウ鱗

・ﾉｳｸﾞﾚﾘ6ﾆｫｶﾞｶ:；

知職鰯蛍

（略）

のため697分野'二勝う
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もあることが想定される．

さらに．一部の講師に残る障害への偏見7)からその

科|]を担当することへの抵抗感が時折表明されるとい

う'１１１き11Ｋりが複数のNCoEsにおいて得られた．この

ことから．講師の側の問題は．知識而だけでなく態度

１ｍにも見られることが示l凌きれた．

以上より今後．「特殊教育」を教授する識師に対す

る充実した研修の実施など､何らかの対策がとられる

必要があることが示唆された．

そのためには．多様な子どもたちがともに学ぶため

の教室運営のあり方に関して，少なくとも－課をあて

る必要があると思われる．この場合，学校の隠れたカ

リキュラムの点検にまで目を向けさせることも有効な

方法だと思われる．

しかしながら，スリランカの学校教育がきびしい学

歴競争を前提としたつめこみ教育になっていることを

考えるときに（Furum,2006)．教員養成における改地

だけでは「多様なニーズに即した教室文化の創造」に

は到逮できない今後の抜本的な教育改龍が待たれる

ところである． ４「特殊教育」の実施状況について

本研究では「特殊教育」の実施状況に関する全

NCoEsを対象とした調査は行っていない．しかしな

がら．訪問時に以下のような聞き取りが得られたので

以下に記す。ハーピテイガマ校では．特殊教育課瀞が

設慨されているため，小学校課程の一般教育科|]であ

る「特殊教育」を特殊教育課程の講師が担当している．

そのため講師の専門性が高く，他のNCoBiと比較し

て「特殊教育」を教授する上で有利な条件にある．

ハーピテイガマ校における「特殊教育」の実践成果を

llIi〕入れた改訂版講師用コース・ガイドを作成するな

ど．モデル枝としての活用していくことを今後検討す

るべきではないかと思われる．

「特殊教育」が小学校課程を有する全NCoEsで実際

にどのように運営されどのような成果が出ているのか，

またＮＩＥが作成した講師用コース・ガイドが各

NCoEHどの程度活用されているかについてlIHらかに

することが今後の研究課題である

2．教授法について

「特殊教育」の識師用コース・ガイドで示された授

業内容には．大きな特徴がある。それは．スリランカ

の学校で，さらにこれまでの教員養成の場において一

般的である講師による教え込みや一方的講義形式によ

る授業ではなく，ブレインストーミング活動やグルー

プ活動に見られるように，コンピテンシーを雑雛にし

た（CompetencyBased）教授方法を用いている点にあ
る．すなわち保有能力ではなく，実践能力を璽視す

る能力観（中矢，2007）による教育である．

コンピテンシーを基盤にした教授方法の推進は．近

年の最大の教育改革である］917年教育改革において

前面に打ち出されており．この識Iili用コース゛ガイド

もこの流れに沿って作成されたものと思われる。しか

しながら，コンピテンシーを基盤にする教授法につい

ては識師のＩＭＩの不慣れや準備に費やす時間増のため，

講師には不評であるという聞き取りが得られた．

3．「特殊教育」担当講師について

これまでスリランカの大学では特殊教育の課程を有

する大学はなく．2006年に初めてスリランカ公開大学

に特別ニーズ教育課程が開設されたところである．

NIEの特殊教育部（現インクルーシブ教育部）には研

究員が数名配置されているが．その機能としては研究

よりも教員研修に亜きがおかれてきた．このような状

況の下で，スリランカ全体で特殊教育の分野の専門家

の数は未だ少ない

また2002年までNCoEsには特殊教育課程が設置さ

れておらず現職者をＴＴＣで養成していたため，そも

そも特殊教育分野の専門家が不在であった．そこで，

｢特殊教育」識師用コース・ガイドを作成した後．作

成者であるＮＩＥは，小学校課程を有するNCoE5から

心理学の講師を一人ずつ参加させ，１週間のワーク

ショップを行っている5)．しかしながら本科!=|は付け

焼刃的知識で対応できる内容ではないため．担当識liili

が本科[|を教授するに十分な知識を備えていない場合

Ｖ，要約

．Iナラマンカ宣言以降国際社会で認知されるように

なったインクルーシブ教育の発展には，専門教員及び

通常学級担任等の一般教員の教員養成の改革が必要と

なる．本研究では，わが国で未だ試行段階にある一般

教員養成改革について，スリランカの一般教員養成に

おけるインクルーシブ教育に対応したカリキュラム改

ｊＩｌＩｌ:に焦点をあて，その内容及び課題について若干の考

察を行った．本研究では，教員養成カレッジ

(NCoEs)３校．関連機関の訪問による資料収集及び面

談調査を実施した．

雌初に．NCoEsの歴史的，ＩｌｉＩ度的な概要を整理し

た後,２００２年に小学校課程に導入された新科目「特殊

教育」について検討した．その結果「特殊教育」は，

小学校課程のカリキュラムのうち３領域の１つである

｢一般教育」の－科目であり必修科|]であることが明

らかになった．
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次に．国立教育研修・研究iﾘ『（NIE）が作成し「特

殊教育」の教授項1］と各課時ｌ１ｉＩ数を示す担当講師用

コース・ガイドの内容について提示し検討を行った

その結果．「特殊教育」の内祥は．いくつかの障害種

と英才児（GifiedalldTnlcnIed）についてであり，障

害以外の多;様なニーズのある子どもについてはふれら

れていないこと．教授方法がコンピテンシーを鑑鵬に

するものであることが明らかになった．

最後に,「特殊教育」の課題として，コース・ガイ

ドに記された当該科'二|の|]；標から見てその内容に教室

迎営を含む必要があること，本授業を111当するための

専門性や意欲が未だ十分でない担当講師に対する研修

強化の必要性，特殊教育課程と小学校課程ともに有す

るNCoEsの１校での実践成采を取り入れた改訂版コー

ス・ガイドの必要性について指摘した．

今後の課題として．小学校諜稚を有する全NCoEs

での「特殊教育」の実際の実施の状況について．講師

１１]コース・ガイドの利１１JのあI)方と合わせて調査する

必要がある．

５）NKIli(Dnalln机ilulc〔)「Educallion（2002）Spcciall

Educn【i()n．Ｃ⑪mpDncnlIbrN61tiolDa］CoIlegesof

Educali〔〕I】・VbcdltiollKlLDevclopnlcntCc､[cnNalion【ll

lmililulc()｢EducKllioIu．（SiI】lMllcsc）

６）元NIE1i1i宛11からの'１１１き取りによる．

７）隙i1iZ群に対する伝統的lillilMI観については以下を参

１M1のこと．１１｢}(l弘子（２()()4)．発展途上国におけ

る優生学の１Ｍ状一･スリランカにおける|簾害者と優

生?γ:－．’'１村illi紀ﾘ｝（制１，１)．腱化学と隙諜者．１１１１

イｉｊ１ｌ店674-690
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inclL鵬ivcIcKlchcrcduclllion？Intmduction・BooIh．

Ｔ（c§.Ｋ・ｌｌｎｄＳＩｍｍＩｓＩＫ1..Ｍ.（Eds.）Developing

IncIⅡsivcT1BK1cllcrEduca【i()n．RoutlcdgeFnrmerb

LondolL
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助とのかかわりに熊点をあてて－．熊本大学
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2）２００２年に特殊教育の叫IMI諜漉（シンハラ締）が

ハーピティガマ枝１校にi没iMiされた．その後20()５
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